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審 査 結 果 の 要 旨

 本研究は微小核細胞の凍結保存法を開発し、それを用いて受容細胞への染色体導入効率

と染色体安定性について検討したものである。その結果、従来の直接法（非凍結保存法)

と凍結保存法との間に受容細胞への染色体導入効率、染色体保持率による染色体安定性に

ついて有意な差は見られなかった。これらの結果から、微小核細胞凍結保存法による染色

体導入技術を簡便化したことの有用性が認められ、明らかに学術水準を高めたものと認め

る。 
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